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夏休みならではの体験を積み上げよう 

 

 

 

 

 

 

 
 

『５年生の皆さんはどんな６年生になりますか？ 

みんなに作り上げていってほしい学校があります。 それは、やさしさと笑顔のある学校です。そ

のために何をしたらよいか一人一人が考えて４月８日を迎えてください。』 

子供たちが５年生の時、卒業式の予行練習で伝えた言葉です。子供たちの話を聞く態度

を見て、令和７年度の福岡小学校の最上級生としてこの子たちはたくさんのことをがんば

ってくれるはずだと確信できました。 

あれから一年があっという間に経ちました。子供たちは自分にできることを精一杯取り

組み、たくさんの活躍をみせてくれました。学校のために何ができるのか、最上級生として

何ができるのか、気付き、考え、行動してくれた一年だったと思っています。その成果は６

年生を送る会の下級生の出し物や卒業式予行練習です。６年生を送る会での下級生たちの

出し物は６年生への思いがあふれ、楽しくもあり、もう会えなくなってしまうというちょ

っぴりさみしさもある会でした。卒業式予行練習は５年生が参加し、６年生としての思い

と来年度へのタスキをつないだ卒業式予行となりました。６年生の行動はみんなのお手本

となり、憧れとなっています。 

そんな子供たちだからこそ、時には悩み、落ち込んだり、不安になった日々もあったはず

です。それを支えていただいた保護者の皆様のおかげで本日があります。保護者の皆様に

支えていただいた６年間は激動の６年間でした。たくさんの規制があり、人と人との関わ

りが本当に保てるのだろうか。そんな日々がたくさんありました。それでも、いつでも学校

に対してご支援・ご協力をいただきました。４年生になって、待ちに待った日常の回復なの

に戸惑うこともありました。それでも学校を支えてくれたことに感謝してもしきれません。 

本日の卒業式が子供たちにとっても保護者の皆様にとっても、よい卒業式であったと思

っていただけたら幸いです。何事も本気で頑張る素敵な中学生になってくれることを期待

しています。ご卒業おめでとうございます。 

 

本気ですれば大抵のことができる 本気ですれば何でもおもしろい  

本気ですれば誰かが助けてくれる 
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